
季刊・オーディオアクセサリー

TAOCの整振技術の集大成オーディオラック

ASRⅢシリーズの魅力 AA誌の注目記事は
WEBでも楽しめます！
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TAOC 
ASRⅢ 
series
オーディオラック
写真のモデルは３段式「ASRⅢ-3S-NS」
（シルバーメタリック・¥140,000／税別）
※ブラックメタリック仕上げもラインアップ　
●フレーム：アルミダイキャスト●支柱：アルミ●支柱構成部品：天キャップアッシー＝スーパーハイカーボン、
ジョイントアッシー＝スーパーハイカーボン、スパイク＆スパイクカップアッシー＝スーパーハイカーボン●棚板：５
層構造ボード（500W×22H×450D㎜）●質量：28kg●耐荷重：100kgまで●取り扱い：アイシン高丘（株）

３
種
類
の
金
属
が
こ
こ
で
接
す
る
た
め
、

振
動
モ
ー
ド
の
違
い
に
よ
っ
て
共
振
が

分
散
・
解
消
さ
れ
る
仕
組
み
と
考
え
て

い
い
。
床
か
ら
の
振
動
も
そ
う
だ
が
、

棚
板
に
乗
せ
た
機
器
か
ら
の
振
動
の
方

も
影
響
が
大
き
い
。
こ
れ
に
対
す
る
確

タオックの整振技術の集大成
中核シリーズがここに大幅刷新
本年度の「オーディオアクセサリー銘機賞2020」にて最も高い評価を獲得したオーディオラックは老舗ブランド、タオックであった。新たな中核
ラインとして登場した「ASRⅢシリーズ」が見事に「グランプリ」に輝いている。同シリーズは最高峰のCSRシリーズで投入された新たな制振、
整振技術を惜しみなく投入。アルミフレームを基本に、スーパーハイカーボン鋳鉄を随所に配置した新たな連結機構を採用。タオックが長年培っ
てきた経験と新たな技術が見事に融合した新時代のオーディオラックがここに誕生した。

photo by 田代法生

５
層
構
造
の
ハ
ニ
カ
ム
棚
板
と 

進
化
し
た
支
柱
ジ
ョ
イ
ン
ト
部

　Ｔ
Ａ
Ｏ
Ｃ
の
ラ
ッ
ク
の
中
で
は
Ｃ
Ｓ

Ｒ
を
頂
点
と
し
て
、
こ
れ
に
次
ぐ
シ
リ

ー
ズ
が
Ａ
Ｓ
Ｒ
で
あ
る
。
従
来
の
Ａ
Ｓ

Ｒ
Ⅱ
か
ら
今
回
は
Ａ
Ｓ
Ｒ
Ⅲ
へ
と
バ
ー

ジ
ョ
ン
ア
ッ
プ
さ
れ
、
さ
ら
に
性
能
の

向
上
を
図
っ
て
い
る
。

　棚
板
は
鋳
鉄
粉
入
り
の
ハ
ニ
カ
ム
コ

ア
を
高
密
度
木
質
ボ
ー
ド
と
硬
質
メ
ラ

ミ
ン
で
挟
ん
だ
５
層
サ
ン
ド
イ
ッ
チ
。

こ
れ
を
ア
ル
ミ
ダ
イ
キ
ャ
ス
ト
製
の
フ

レ
ー
ム
に
、
ス
パ
イ
ク
を
介
し
て
乗
せ

る
形
で
あ
る
。
い
ず
れ
も
こ
れ
ま
で
と

変
わ
り
は
な
い
が
、
棚
板
が
直
接
支
柱

に
接
触
す
る
の
で
は
な
く
、
フ
レ
ー
ム

が
支
柱
で
固
定
さ
れ
る
と
こ
ろ
が
ポ
イ

ン
ト
の
ひ
と
つ
に
な
っ
て
い
る
。

　リ
フ
ァ
イ
ン
さ
れ
た
の
は
支
柱
の
ジ

ョ
イ
ン
ト
部
分
で
、
ス
ペ
ー
サ
ー
を
挟

ん
で
結
合
す
る
こ
れ
ま
で
の
形
を
さ
ら

に
発
展
さ
せ
た
も
の
と
な
っ
て
い
る
。

　ジ
ョ
イ
ン
ト
は
ス
ー
パ
ー
ハ
イ
カ
ー

ボ
ン
鋳
鉄
製
で
、
こ
れ
と
カ
ー
ボ
ン
鋳

鉄
の
ス
ペ
ー
サ
ー
に
よ
っ
て
フ
レ
ー
ム

を
挟
む
構
造
が
ベ
ー
ス
に
な
っ
て
い
る
。

種
類
の
異
な
る
鋳
鉄
と
ア
ル
ミ
と
い
う

Text by
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「ASRⅢシリーズ」の連結部の仕組み
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実
な
制
振
作
用
を
考
慮
し
た
構
造
だ
。

　支
柱
の
最
上
部
で
は
、
や
は
り
ス
ー

パ
ー
ハ
イ
カ
ー
ボ
ン
鋳
鉄
製
の
天
キ
ャ

ッ
プ
を
被
せ
る
形
に
な
る
。
ま
た
底
部

は
ス
パ
イ
ク
に
な
っ
て
い
て
、
同
じ
素

材
の
カ
ッ
プ
に
嵌
ま
っ
て
安
定
す
る
。

　こ
の
構
成
を
全
体
的
に
見
る
と
、
底

部
と
フ
レ
ー
ム
の
２
カ
所
で
ス
パ
イ
ク

が
使
用
さ
れ
て
い
る
。
つ
ま
り
振
動
遮

断
作
用
が
二
重
に
利
い
て
い
る
と
い
う

こ
と
で
、
こ
の
点
で
従
来
の
Ａ
Ｓ
Ｒ
Ⅱ

に
比
べ
る
と
、
振
動
に
対
す
る
配
慮
が

い
っ
そ
う
入
念
に
な
っ
た
よ
う
に
思
わ

れ
る
。
大
幅
な
進
化
と
言
っ
て
い
い
。

　も
う
ひ
と
つ
、
Ａ
Ｓ
Ｒ
Ⅱ
で
は
フ
レ

ー
ム
に
制
振
シ
ー
ト
が
装
着
さ
れ
て
い

た
が
、
本
機
で
は
こ
れ
を
見
直
し
て
特

殊
ダ
ン
パ
ー
と
し
フ
レ
ー
ム
に
貼
っ
て

い
る
。
振
動
を
熱
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
変
換

す
る
こ
と
で
、
フ
レ
ー
ム
自
体
の
響
き

を
整
え
る
と
い
う
。

　フ
レ
ー
ム
と
支
柱
の
仕
上
げ
は
、
シ

ル
バ
ー
ま
た
は
ブ
ラ
ッ
ク
の
メ
タ
リ
ッ

ク
で
あ
る
。
構
成
は
１
段
か
ら
２
段
、

３
段
と
積
み
重
ね
て
ゆ
く
こ
と
が
可
能

で
、
耐
荷
重
は
１
段
当
た
り
１
０
０
㎏

と
な
っ
て
い
る
。
た
だ
し
５
段
で
は
全

体
で
４
０
０
㎏
ま
で
に
制
限
さ
れ
る
。

　基
本
セ
ッ
ト
を
ベ
ー
ス
に
、
追
加
ユ

ニ
ッ
ト
を
足
し
て
カ
ス
タ
マ
イ
ズ
す
る

こ
と
も
で
き
る
。
支
柱
の
長
さ
は
４
種

類
用
意
さ
れ
て
い
る
の
で
、
使
用
機
器

に
合
わ
せ
て
選
ぶ
こ
と
も
可
能
。
さ
ら

に
大
型
の
ア
ナ
ロ
グ
プ
レ
ー
ヤ
ー
に
対

応
す
る
た
め
、
専
用
の
ボ
ー
ド
ユ
ニ
ッ

ト
も
開
発
さ
れ
た
。
そ
の
他
キ
ャ
ス
タ

ー
セ
ッ
ト
も
使
用
で
き
る
。

比
類
な
き
エ
ネ
ル
ギ
ー
感 

生
き
た
躍
動
感
を
引
き
出
す

　芯
が
強
く
腰
が
落
ち
て
、
安
定
感
が

極
め
て
高
い
。
そ
れ
で
い
て
音
に
曇
り

や
こ
も
り
が
な
い
の
は
、
長
い
間
の
経

験
と
丹
念
な
改
良
か
ら
で
き
上
が
っ
た

完
成
度
と
い
う
も
の
で
あ
ろ
う
。
実
に

盤
石
と
い
う
印
象
が
強
く
、
信
頼
性
に

風
格
さ
え
感
じ
さ
せ
る
も
の
が
あ
る
。

　ピ
ア
ノ
の
タ
ッ
チ
は
申
し
分
な
く
明

快
で
、
し
か
も
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
満
ち
て

い
る
。
こ
と
に
低
音
部
の
出
方
は
強
靭

な
量
感
に
溢
れ
、
が
っ
し
り
し
た
和
音

が
深
い
と
こ
ろ
ま
で
に
じ
ま
な
い
。
そ

の
エ
ネ
ル
ギ
ー
は
比
類
が
な
い
と
言
っ

て
い
い
ほ
ど
で
、
表
現
の
多
彩
さ
、
陰

影
の
深
さ
に
も
目
を
み
は
る
も
の
が
あ

る
。
再
現
の
ス
ケ
ー
ル
が
圧
倒
的
だ
。

　マ
ド
リ
ガ
ル
は
一
人
一
人
の
声
の
存

在
感
と
、
そ
の
質
感
の
瑞
々
し
い
生
々

し
さ
が
出
色
だ
。
余
韻
が
濁
ら
な
い
た

め
ハ
ー
モ
ニ
ー
の
線
が
明
確
で
、
音
楽

の
進
行
が
き
れ
い
な
流
れ
に
な
っ
て
聴

こ
え
て
く
る
。
汚
れ
の
な
い
ア
ン
サ
ン

ブ
ル
の
心
地
好
さ
が
、
リ
ア
ル
な
音
像

と
な
っ
て
実
感
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

　チ
ェ
ロ
・
コ
ン
チ
ェ
ル
ト
で
は
、
巨

大
な
ダ
イ
ナ
ミ
ズ
ム
が
眼
の
前
に
現
れ

る
思
い
が
す
る
。
独
奏
チ
ェ
ロ
は
濁
り

と
歪
み
が
な
い
た
め
、
滑
ら
か
で
生
き

生
き
と
し
て
い
る
。
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
も

フ
ォ
ル
テ
が
き
れ
い
に
分
離
し
て
描
き

出
さ
れ
、
低
音
弦
や
テ
ィ
ン
パ
ニ
ー
が

弾
力
的
で
そ
れ
が
陰
で
音
楽
に
生
命
力

を
注
ぎ
込
ん
で
い
る
の
が
わ
か
る
。
音

の
外
側
、
あ
る
い
は
音
場
の
背
後
に
な

に
も
う
る
さ
い
も
の
が
な
く
、
ト
ゥ
ッ

テ
ィ
で
は
呆
れ
る
ほ
ど
の
鮮
や
か
さ
が

大
変
印
象
的
で
あ
る
。

　こ
の
試
聴
で
特
に
使
用
し
て
み
た
マ

ー
ラ
ー
「
第
３
番
」
は
女
声
と
児
童
の

各
合
唱
に
コ
ン
ト
ラ
ル
ト
が
入
る
が
、

そ
の
ど
れ
も
が
目
の
覚
め
る
よ
う
な
明

る
い
透
明
感
に
彩
ら
れ
て
い
る
。
低
域

の
厚
み
が
利
い
て
い
る
の
だ
が
、
こ
も

り
が
な
い
た
め
高
域
の
端
ま
で
そ
の
効

果
が
貫
か
れ
る
の
で
あ
る
。
奥
行
き
の

深
さ
に
も
ぞ
く
ぞ
く
す
る
。

　ジ
ャ
ズ
も
ラ
イ
ブ
を
彷
彿
と
さ
せ

る
。
立
ち
上
が
り
下
が
り
の
速
さ
が
そ

の
秘
訣
と
言
っ
て
よ
く
、
弾
み
の
よ
さ

が
生
き
た
躍
動
感
を
引
き
出
し
て
い

る
。
音
の
出
て
く
る
次
元
が
違
う
と
い

う
印
象
さ
え
受
け
る
の
で
あ
る
。

芯
が
強
く
腰
が
落
ち
て
、安
定
感
が
極
め
て
高
い

経
験
と
丹
念
な
改
良
か
ら
で
き
上
が
っ
た
完
成
度

Special Issue
「オーディオアクセサリー銘機賞2020」
受賞モデル

オプションで最上段に設置す
るアナログプレーヤー対応用
ユニット「ASRⅢ-AD-NB／
NS」（¥60,000／税別）もラ
インアップ。サイズは700W×
530D×33H㎜で、カラーはブ
ラックメタリックとシルバーメタリ
ックの２種類から選択が可能

棚板の５層構造の仕組み

アルミダイキャストのフレーム部。振動を熱エネルギー
に即座に変換する新素材の制振シートでチューニング



「オーディオアクセサリー銘機賞2020」

TAOCの新型オーディオラック
「ASR-Ⅲシリーズ」
審査委員が語る
その魅力

振動の分離効果が著しい
盤石で静粛性が高い音質

生形三郎
S a b u r o u  U b u k a t a

　振動モードの入念な研究から導き出された、新開発の支柱パ
ーツや特殊ダンパーシートによる適切な振動コントロールによって、
従来モデルからの着実なブラッシュアップが実現されている。また、
棚板と枠組みとの接点がスパイクによって支えられることによる振
動の分離効果が特に著しく、下位モデルの一体型タイプとはグレ
ードを異にする効果を実現していることも印象的である。それらは、
コンポーネントから、どっしりとした安定感や、明瞭な輪郭表現を引
き出す。不要な振動や共振が引き起こす、音の詰まりや滲み、歪
み感を取り除いてくれるのだ。鋳鉄粉入りハニカムコア採用のサン
ドウィッチ構造棚板の恩恵も大きいのか、磐石かつ静粛性が高い。

ＳＮ比と解像力が改善
安定した中立バランス

福田雅光（審査委員長） 
M a s a m i t s u  F u k u d a

　タオックの中核的なオーディオラック、ＡＳＲシリーズⅡがバージョ
ンアップされＡＳＲⅢに進化した。鋳鉄粉入りハニカムコアを軸にし
たサンドウィッチ構造のボード部は継承されているが、アルミフレー
ムを採用してデザイン性を改善し、支柱の連結部にはスーパーハ
イカーボン鋳鉄によるジョイント、ボードは点接触構造による支持。
また脚部は高さを調整可能なスーパーハイカーボン鋳鉄のスパイ
クとカップ構造が採用されている。比較すると、新モデルは高音
の濁りやクセが減少して、ＳＮ比と解像力が改善され安定した中
立バランスを示している。

“整振”技術がさらに深まる
音楽を楽しく表現するラック

炭山アキラ
A k i r a  S u m i y a m a

　タオックのラックは、本当に細かな“整振”チューニングで、いろい
ろなキャラクターの製品を出してくるのが面白い。ＡＳＲⅢは、市場
で好評を得たＡＳＲⅡの後継で、アルミ合金製の支柱とフレームの
間にスーパーハイカーボン鋳鉄のスペーサーを挟み、固有のキャラ
クターを分散させるほか、フレームの裏面に特殊な防振シートを貼
り付けることで、振動を素早く熱エネルギーに変換しているのも注
目点だ。この手のチューニングは、とかくやりすぎると音がやせてし
まう傾向があるが、そこはさすがタオック、必要最小限という感じで
まとめられている。音は前作比で明らかにＳ／Ｎが向上し、非常
に生真面目で、なおかつ音楽を楽しく表現する能力に長けている。
“整振”技術の深まりを感じさせた。

演奏そのものと向き合える
ハイファイ性能の高い音質

鈴木 裕
Y u t a k a  S u z u k i

　ＡＳＲⅡシリーズがⅢに進化した。鋳造アルミの棚のフレーム自体
には変更ないが従来の整振シートを見直し、特殊ダンパーシートを
新たに採用。振動エネルギーを熱エネルギーに変換する。支柱
の仕上げはⅡでは多角形的な形状だった断面を円形にし、化粧シ
ョット仕上げに。柱の一部にスーパーハイカーボン鋳鉄ジョイントを
採用して棚同士のインシュレートを強化させたようだ。棚板自体の、
鋳鉄粉入りでハニカムコアを採用したサンドウィッチ構造は変更さ
れていない。音はⅡ型の音を豊潤で音の色彩感に優れた出来の
いいイラストに例えるならば、Ⅲ型ではリアルな写真そのもの、演奏
そのものと向き合えるハイファイ性能の高いものになった。

ニュートラルで開放的な音質
音場全体が高Ｓ／Ｎで清 し々い

林 正儀
M a s a n o r i  H a y a s h i

　タオックの新しいラックシリーズの中では上位となるモデルだ。Ａ
ＳＲ２からの改良点を見ると、アルミ支柱の上下にスーパーハイカ
ーボン鋳鉄のカップとジョイントを装着。さらに天板枠の４隅に貼っ
たダンパーシートとわかるのだが、やはり貢献度は前者が高そう
だ。フットも最高峰のＣＳＲとまったく同じになった。振動が棚板に
残らないためか、音場全体が実に高Ｓ／Ｎで清 し々い。タッチが
緻密で柔らかく、弱音のニュアンスがくっきりと浮かび上がること
や、前作で感じられた高音域のきつさがなく、強いアタックでピー
クが抑えられることもない。ニュートラルで開放的なサウンドが本
作の特徴。コンポの性能を十二分に引き出す意欲作だ。




